
　

洗い切れないリネン類が  
この業界の悩み

　リネンサプライ市場は、新型コロナウ

イルスの影響で厳しい状況に置かれて

いましたが、おもにホテルリネンや病院

リネンで回復の兆しが見えています。そ

れらで使用されるタオルやシーツなどの

白物リネンは、大手リネンサプライヤー

にて循環サイクルで洗浄され、繰り返し

利用されます。リネンサプライヤーでは、

洗浄水として地下水（井
せいすい
水）を利用するこ

とが多く、その水質によっては地下水に

含まれる鉄やマンガンなどの金属成分

が被洗物に蓄積し、繰り返し洗浄するう

ちに生地が黄ばんでしまうという問題が

たびたび発生していました。

地下水でも黄ばまない  
洗浄増強剤

　今回、ゲンブが上市した「レイナスアップ

ＦＭ」は洗浄増強剤であり、鉄やマンガ

ンなどの多い地下水を利用する時に有

効です。洗浄浴で洗剤と本製品を使用

することで、水中に含まれる金属イオン

の働きを不活性化します。繰り返し洗浄

していく中で、白物リネンの黄ばみを防

止し、白度維持や白度回復に効果を発

揮します。

　「レイナスアップＦＭ」は、鉄やマンガン

のキレート性能に特化しており、従来の

キレート剤と比較すると、金属イオンを

多く捕獲し、可溶化できます 図1 。

　実際に本製品を用いた連続洗濯機で

の評価では、黄ばみの問題が生じたタオ

ルを繰り返し洗浄した後、生地の色目を

分光色彩計にて測定した結果、40回洗浄

したタオルは白度が向上し、黄ばみが改

善されました。生地に残留する金属成分

の測定結果では、鉄分が1/15、マンガン

分が1/3に低減されており、本製品の優

れたキレート効果が確認されました 図2 。

　本製品は被洗物の白度低下を抑制す

ることで、サイクル回数（耐洗回数）を向上

させ、リネンの寿命を延ばすことが可能

になります。当社は今後もリネンサプラ

イヤーの要望に応えた製品開発を進め

てまいります。

Photogr aph for：

京都工場の噴霧乾燥塔（J塔）

ドロドロした洗剤を上部から流し、そこに自動
制御で熱風を送ることで落下する間に乾燥粉
末にする仕組み。塔は高さ33m、直径5m。

Photogr aph for：

自動充填包装機
1枚の紙からカートンを切り出し、自動で包装
する。紙片への糊付から組立、計量、充填、
検品、シール貼りまで1人の操作でできる。

Photogr aph for：

Pod石鹸連続塩析仕上機
複合運転により、それまで6日かかっていた
工程を10 分に短縮。グリセリンを高率で回
収するなど、優れた性能を発揮した。

自動化を実現した「アルコ」の生産設備
高度経済成長期、当社が生産設備と事務の自動化に取り組んだことは、 
前号までにお伝えした通りです。今回は、他社に先駆けて自動化を実現
した、日本初の中空粒状合成洗剤「アルコ」の工場にスポットを当てます。

　1955年、日本ではまだ粉末石鹸や

固形石鹸が全盛の時代に、当社は合成

洗剤の本格的生産に乗り出します。そ

の背景には、米国の市場動向がありま

した。1953年頃には、米国では合成洗

剤への切り替えが急速に進み、すでに

合成洗剤が全石鹸を凌駕していたから

です。

　しかし、そこには大きな問題が一つ。

当時、京都工場と東京工場には、小型

ながら粉末モノゲンを生産するための

スプレードライヤーがあったものの、当

社が計画する合成洗剤の生産には能

力が不十分だったのです。当然、日本に

はモデルとなるような設備はなく、海外

から技術を導入するか、自社技術で開

発するかの選択を迫られることに。慎

重な討議の結果、自社技術による設計・

建設の道が選択されました。

　というのも、当社には戦時中の1941

年から蓄積してきた乾燥技術があっ

たのです。とくに噴霧乾燥塔の設計

には、自社技術が大いに活用されまし

た。社内でジェット乾燥塔（J塔）と呼

ばれるようになったこの噴霧乾燥機

の完成は1956年2月。同時に誕生し

たのが、日本初の中空粒状合成洗剤

「アルコ」です。

　いち早く自動化を実現した工場は、

業界誌「日本粧業」で「オートメーション

化される石鹸工場」として紹介されまし

た。J塔をはじめ、自動充填包装機、石

鹸連続塩析仕上機、石鹸押出形成型機

など、これらの設備が業界に衝撃を与

えたことは言うまでもありません。

自社技術で挑むか、
海外の技術に頼るか。
二者択一の決断

1950年代半ば、欧米では合成洗剤の普
及が目覚ましかったが、日本では高級品の
イメージが強く、日本初の中空粒状合成
洗剤「アルコ」の生産は低迷を続けた。さ
まざまな広告キャンペーンを展開したが、
一般消費者に合成洗剤が広く認知される
ようになったのは、テレビの普及率が10％
を超える1958年以降である。写真は婦
人公論に掲載した広告や店頭POPなど。
当時の「モノゲン」と「アルコ」のプロモー
ションの様子がわかる。
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変わらぬ白さを目指し
なるべく廃棄を減らせるよう 
製品開発を頑張ります。

　　　　　　　

キレート効果で
金属イオンを封鎖。
リネン生地への 
残留を防ぐ

まだ使えるリネン、 なんとか  
サプライサイクルに戻したい

case study

地下水利用を前提
にした開発で黄ば
んだリネン生地を
本来の白さに
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図1  鉄・マンガンイオンに対するキレート効果　　　
不溶物の発生濃度が高いほど、金属イオンの封鎖能力に優れ、洗浄性に有効
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図2  生地の色彩変化、および残留する金属成分の比較
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